
Cisco Catalyst 8000Vの概要

Cisco Catalyst 8000Vエッジソフトウェアは、x86サーバーハードウェアで実行されている仮想
マシン（VM）に導入された仮想のフォームファクタルータです。このガイドでは、Cisco
Catalyst 8000Vの概要、インストール、アップグレード、および設定について説明します。

Cisco Catalyst 8000Vは、それぞれ自律モードとコントローラモードを介して Cisco IOS XEと
Cisco IOS XE SD-WANの両方の機能をサポートします。Cisco Catalyst 8000Vは、自律モードで
はCisco IOSXEソフトウェアの機能とテクノロジーのサブセットをサポートし、仮想化プラッ
トフォームでCisco IOSXEセキュリティとスイッチング機能を提供します。コントローラモー
ドでは、仮想環境とクラウド環境で包括的な SD-WAN、WANゲートウェイ、およびネット
ワークサービス機能を提供します。

VM上に Cisco Catalyst 8000Vを展開した場合、Cisco IOS XEソフトウェアは、あたかも従来の
シスコのハードウェアプラットフォーム上に展開されているかのように機能します。このルー

タには、アーキテクチャの一部として仮想ルートプロセッサと仮想フォワーディングプロセッ

サ（FP）が含まれており、ブランチオフィスやデータセンターなどの企業ロケーションからパ
ブリッククラウドまたはプライベートクラウドへのセキュアな接続を提供します。

CiscoCatalyst 8000VはSSLVPNをサポートしています。Cisco IOSXEリリース 17.x以降では、
Cisco IOS-XEルータを SSL VPNゲートウェイとして実行している場合、TLSカプセル化によ
り、余分な SSL VPNオーバーヘッドが追加されます。SSL VPNクライアントとサーバー間の
パケットの IPフラグメンテーションとリアセンブルを防ぐには、TCP-MSS値を最適に調整す
る必要があります。そうしないと、SSL VPNゲートウェイで IPFragErrエラーによるパケット
ドロップが発生する可能性があります。

Cisco Catalyst 8000Vルータは、Enterprise Network Compute System（ENCS）プラットフォーム
および Cisco Cloud Services Platform 5000シリーズでのルーティングおよび転送用の仮想 IOS
XEオペレーティングシステムも提供します。

この仮想ルータの機能を使用するには、CiscoCatalyst 8000Vルータをハイパーバイザ上の仮想
マシンとして展開する方法を確認してください。

• Cisco Catalyst 8000Vルータを使用した仮想化のメリット（2ページ）
•ルータインターフェイス（2ページ）
• Cisco IOS XEおよび Cisco Catalyst 8000V（3ページ）
• Cisco Unified Computing System（UCS）製品（4ページ）
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Cisco Catalyst 8000Vルータを使用した仮想化のメリット
•ハードウェアの独立性：CiscoCatalyst 8000Vルータは、クラウドの仮想化の利点を活用し
てハードウェアの独立性を提供します。CiscoCatalyst 8000Vは仮想マシン上で動作するた
め、仮想化プラットフォームでサポートされている任意のx86ハードウェアでこのルータ
を使用できます。

•リソースの共有：CiscoCatalyst 8000Vで使用されるリソースはハイパーバイザによって管
理されており、これらのリソースはVM間で共有できます。VMサーバーが特定のVMに
割り当てるハードウェアリソースの量を調整できます。サーバー上の別のVMにリソース
を再割り当てできます。

•展開の柔軟性：サーバー間で容易にVMを移動できます。したがって、ある物理的な場所
にあるサーバーから別の物理的な場所にあるサーバーへハードウェアリソースを移動せず

に Cisco Catalyst 8000Vインスタンスを移動できます。

•強化されたソフトウェアセキュリティ -セキュアなオブジェクトストア：Cisco Catalyst
8000Vでは、NVRAM、ライセンス、およびその他のデータのストレージパーティション
がオブジェクトストアとして作成されます。個々のオブジェクトストアはデータのセキュ

リティを確保するために暗号化されており、この製品は Cisco Secure Developmentライフ
サイクル（CSDL）に準拠しています。さらに、Cisco Catalyst 8000Vは 16Gディスクプロ
ファイルをサポートします。

ルータインターフェイス
Cisco Catalyst 8000Vルータインターフェイスはハードウェアベースのシスコルータと同じ機
能を実行します。Cisco Catalyst 8000Vインターフェイスは次のように機能します。

•インターフェイスは、論理的にギガビットイーサネット（GE）インターフェイスと呼ば
れます。

•使用可能なインターフェイスの番号付けは、CiscoCatalyst 8000Vバージョンによって異な
ります。

デバイスを初めて起動すると、Cisco Catalyst 8000Vルータインターフェイスは、Cisco Catalyst
8000Vへの vNIC列挙に基づいて VM上の vNICインターフェイスにマッピングされます。次
回起動時に、Cisco Catalyst 8000Vルータインターフェイスが vNIC MACアドレスにマッピン
グされます。

詳細については、「Cisco Catalyst 8000V Network Interfaces to the VM Network Interfaces」を参照
してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Troubleshooting/troubleshooting-guide-for-cisco-catalyst-8000v-edge-software/m_mapping_network_interfaces_to_vm.html


インターフェイスの番号付け

•インターフェイスポートの番号付けは、1からサポートされるインターフェイスの数まで
です。サポートされる vNICと、各 VMインスタンスでサポートされる vNICの最小数お
よび最大数については、VMware要件を参照してください。

•ギガビットイーサネットインターフェイス 0はサポートされていません。

•任意のインターフェイスを管理インターフェイスとして指定できます。ターゲット環境で
使用可能な適切なDay0ブートストラップメカニズムを実行することで、管理インターフェ
イスを指定できます。詳細については、デイゼロ設定を参照してください。

Cisco IOS XEおよび Cisco Catalyst 8000V
Cisco Catalyst 8000Vは、Cisco IOS XEおよび Cisco IOS XE SD-WANで動作する仮想ルータで
す。このガイドでは、Cisco IOSXEでのCisco Catalyst 8000Vの概要、インストール、および設
定情報について説明します。

次の方法で Cisco Catalyst 8000Vを設定および管理できます。

• VMにシリアルポートをプロビジョニングして接続し、Cisco IOS XE CLIコマンドにアク
セスします。

基盤となるハイパーバイザがVMとシリアルポートの関連付けを
サポートしている場合にのみ、シリアルポートを使用して Cisco
Catalyst 8000VVMを管理できます。詳細については、ハイパーバ
イザのドキュメンテーションを参照してください。

（注）

• Cisco IOS XE CLIコマンドにアクセスするには、リモート SSHまたは Telnetを使用しま
す。

デフォルトでは、Telnetはセキュリティ上の理由から無効になっ
ています。SSHは、オンプレミス展開では無効になっています。
リモートユーザー管理にはSSHが推奨されますが、オンプレミス
展開では SSHを手動で有効にする必要があります。

クラウド展開では、SSHはデフォルトで有効になっています。
SSHにアクセスするには、クラウドセキュリティ設定でインバウ
ンドトラフィックとアウトバウンドトラフィックの両方にSSH接
続が許可されていることを確認します。

（注）

Cisco Catalyst 8000Vのソフトウェアは、標準の Cisco IOS XE CLIコマンドと表記規則を使用し
ます。コマンドは大文字と小文字を区別せず、コマンドおよびパラメータは、現在使用可能な
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c8000v-installation-configuration-guide_chapter5.pdf#nameddest=unique_12
c8000v-installation-configuration-guide_chapter9.pdf#nameddest=unique_13


他のコマンドまたはパラメータと区別可能な文字数まで省略できます。Cisco IOS XE CLIのす
べての機能とその使用方法にアクセスするには、『Configuration Fundamentals Configuration
Guide』を参照してください。

Cisco Unified Computing System（UCS）製品
表 1 : Cisco Catalyst 8000Vの Cisco UCSサーバーとの互換性

Cisco UCSサーバーの要件は次のとおりです。

• VMware認定済みである。

• 4つ以上のコアが設定されている。

•最低 16 GBのUCSメモリ。SDWAN/コントローラモードを使用する
場合は、SDWAN vManage、vBond、および vSmartに対応するため
に少なくとも 128 GBのメモリが必要です。

•最低 1 TBの UCSストレージ。

• UCS C220 M5以上を推奨します。

サポートされているハイパーバイザと互換性のあるUCSハードウェアお
よびソフトウェアを確認するには、http://www.cisco.com/en/US/products/
ps10477/prod_technical_reference_list.htmlを参照してください。

Cisco Unified
Computing System
（UCS）製品
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/fundamentals/configuration/xe-17/fundamentals-xe-17-book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/fundamentals/configuration/xe-17/fundamentals-xe-17-book.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10477/prod_technical_reference_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10477/prod_technical_reference_list.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


